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日本の治ホ略嗅

■DB治以前の治水
かつてけ洪水を避1■、遊げせた
戦口時代に倍玄の「守ιl」 こ秀吉の「攻め」の治水が始まった
これらか江戸時代の停奈流こ絆:R流に引き継が糖

■DR治以後の治水
お雇い外国人技師による低水工事
連続堤方式による高水工事
河III綿合開発による多目的タムの導入
貿易摩擦に伴うダム計画の孟造
治水機能の限定性こ環境への影讐によるダムヘの批宇J

治ホの3原則惨避ホ・遊ホ・封ホである
封ホに傾斜したここへの反省が始きっている

白lllの概要

幹線流路延長:約74km
流域口碩 :約480km2

立野ダム建設事業の経緯の経緯

昭和44年 4月 予備調査

昭和54年4月 実施計■調査着手

昭和58年4日 立野ダム建設事業着手

平成12年

'2月

白111水系河III整備基本方針策定

平成14年7月 白:ilホ系河‖l整備計画策定

平成21年
'2月

榛証ダムに区分

平成23年 1月 関係地方公共団体からなる検討の場

平成24年

'0月

国交相「事業継続」決定

主催 :ダムによらない治ホ・利水を考える県議の会
緊急学習会

ダムをめぐる状況こ
立野ダム

2013年4月 20日

今本博健

回交省直轄ダム(堰を含お)の着工。完成の変遷
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に 奉獨水読い ;栞水調昴騒

`"m●
の沢国

治水安全度 1/150 現況流下能力1500m3/s
治水安全度 1/20～ 1/30

ダムの旅流方式
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益 田川ダム洪水調節 図
(昭和58年 7月洪水)

立野ダム建設事わ 進捗状況(平成24年 3月末時点)

立野タムの放流方式

■調師方式(貯留ダム)

放流口にゲートをつI十、ゲーЮ
操作て放流量を調節する。
調師の仕方には―定量放流方式

や一定率放流方式おこnlある。

■自然調節方式 (穴あきダa

族流口に掛 がなく、自露に流
れ出すようにして、流量を人a的に
調節囲 l。
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20KXl  放腋量(■3/s)
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ダム余裕高の設定

最上小国川ダム 330m3/s-30m3/s

ギ“ト
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益田lllダム(島根県 )の

旅流]L開塞対策

平成7年型洪水におl■る一定量放流の必要容量
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定量治水こ非常晏治ホ

定量治水こ非定量治水の治水安全度の比較

⑥′、イマI「・vド堤賄(混成堤賄)

仮締切に常用されてい翻 矢標工法や地下水の追議に用いられ
ている地中連続壁工法(TRD工法)の堤賄幡強への適田が民間から
提案されている。
日交省は「土堤原則」を盾に認赫 うとしないが、海岸堤賄て肘

でに適用されてお 1、 高知県ては20,2年鷹から感湘部の河‖l堤賄
に適日している。

日
口
■

ハイフI「ット堤賄 :二重鋼矢板締切堤賄

姑, な■によりi適●賛上1でも″i｀ ′j^■ :

「
イロ |■        ●肇輌′ま面

口■ヽやヽ T         姜せ,1■と
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結論

立野ダムIき欠陥ダムである

直ちに中止して

非定量治水に転換し

いかなる洪水に対しても
住民の生命を守るようにしよう
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